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条　
　

例

▼
松
田
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
３

年
法
律
第
37
号
）
に
お
い
て
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
（
平
成
15
年
法
律
第
57

号
。
以
下
「
新
法
」）
が
改

正
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
１

日
以
降
は
、
新
法
に
よ
る
全

国
共
通
の
規
定
が
直
接
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の

松
田
町
個
人
情
報
保
護
条
例

（
平
成
14
年
松
田
町
条
例
第

24
号
）
を
廃
止
し
、
新
法
の

施
行
に
際
し
て
必
要
と
な
る
、

法
で
委
任
さ
れ
た
事
項
等
を

規
定
す
る
た
め
、
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
全
員

で
可
決
し
、
本
会
議
で
も
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例

　

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人

情
報
保
護
制
度
を
一
体
的
に

運
用
す
る
と
と
も
に
、
事
務

の
合
理
化
等
を
図
る
た
め
、

従
来
の
情
報
公
開
審
査
会
機

能
と
個
人
情
報
保
護
審
査
会

機
能
を
統
合
し
、
令
和
５
年

４
月
１
日
よ
り
適
用
さ
れ
る

改
正
後
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
（
平
成
15
年

法
律
第
57
号
）
に
規
定
す
る

専
門
家
か
ら
の
意
見
を
聴
き
、

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
の

対
策
を
講
じ
る
た
め
の
諮
問

令和４年 第４回定例会
会期　12月6日（火）〜13日（火）

12/6 一般質問
　齋藤議員� （Ｐ6）
　寺嶋議員･井上議員� （Ｐ7）
　南雲議員･平野議員� （Ｐ8）
　唐澤議員� （Ｐ9）

12/7 一般質問
　古谷議員� （Ｐ9）
　田代議員� （Ｐ10）
議案審議等
　�議案12件（新規条例･条例改正･土地
貸付･指定管理）

12/8 議案審議等
　議案８件（補正予算）
委員会審査
　�総務文教常任委員会（条例･補正予算）

12/9 委員会審査・調査
　総務文教常任委員会（条例･補正予算）
　産業厚生常任委員会

12/13 委員会審査・調査
　�議会改革推進委員会
　総務文教常任委員会（補正予算）
議案審議等
　�委員会報告2件（条例）、議案1件（同
意）、発議1件（決議）

を
行
う
機
関
と
し
て
、
松
田

町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
全
員

で
可
決
し
、
本
会
議
で
も
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
町

民
の
負
担
軽
減
等
を
図
る
た

め
、
原
則
と
し
て
押
印
を
省

略
す
る
こ
と
を
定
め
た
本
町

の
方
針
に
基
づ
き
、
各
種
手

続
き
に
お
け
る
押
印
を
不
要

と
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正

を
す
る
た
め
、
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

▼
松
田
町
課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
の
重
要
課
題
等
に
対
応

す
る
ほ
か
、
業
務
の
公
平
性

及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国

家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
現
業
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

『
松
田
町
現
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
』
の
適
用
を
受
け
る

職
員
が
不
在
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
本
条
例
を
廃
止
す
る

た
め
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

▼
松
田
町
議
会
議
員
及
び
松

田
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
準
じ
て
本
町
の
公

費
負
担
額
の
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
た
め
、
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の

８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
（
新
設

２
件
・
一
部
改
正
５
件
）、
土
地
の
貸
付
１
件
、
指

定
管
理
者
の
指
定
４
件
、
補
正
予
算
８
件
、
同
意
１

件
、
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
３
議
案

（
新
設
条
例
２
件
、
追
加
提
案
の
補
正
予
算
１
件
）

を
付
託
し
て
審
査
を
し
ま
し
た
が
、
追
加
提
案
の

「
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）」
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

「
発
議
第
２
号　

松
田
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
条
例
、
規
程
等
の
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
の

提
出
に
つ
い
て
」
を
議
員
全
員
に
よ
り
可
決
し
、
委

員
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。（
詳
細
は
Ｐ
４
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

　

そ
の
他
定
例
会
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
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このページは、討論者本人の原稿を尊重し編集しています。

議案第41号　松田個人情報の保護に関する
� 法律施行条例【討論】
反対討論 寺嶋　正　議員
　松田町個人情報の保護に関する法律施行条例について反対の立場から討論を行わせていただきます。個
人情報保護法が改正され、全国共通の規定が直接適用されることから、施行条例は限定な条文になってい
ます。
　自治体の従来の条例ではその目的として、「個人の尊厳の確保」や「基本的人権を擁護すること」等が挙
げられていました。改正された国の個人情報保護法の目的では、個人の権利利益の保護は「個人情報の適
正かつ効果的な利活用」に重点が置かれており、個人情報の取り扱いそのものが変化しています。さらに、
個人情報の収集は本人から収集するなどの制限、目的外利用・外部提供の制限、オンライン結合の制限な
ど大幅に緩和されていると捉えています。
　町は匿名加工情報の利用を行わないとしていますが、当面行わないのであって政令市は行うと聞いています。
また、一般市町村に対してはできる規定が適用され問題です。個人情報保護法の改正で、個人情報を氏名
を削除するなどして「仮名加工した情報」を利用に条件を付けたうえで、開示・利用停止請求について個
人情報ほど厳密な取り扱いをしなくてもよいとし利用の義務が緩和されました。このようなことで行政が
持つ個人情報を民間事業者に提供する可能性は十分に考えられ、情報漏洩の懸念はぬぐえません。以上で
反対討論を終わります。

賛成討論 古谷　星エ人　議員
　議案第４１号　松田町個人情報の保護に関する法律施行条例について、賛成の立場から討論を行います。
　個人情報の保護に関する法律の改正にともない、国の行政機関、独立行政法人、地方公共団体等において、
それぞれ個人情報保護に関する規定・運用等に相違があったものを今回の法改正により、すべての機関が
新法による規定に基づき個人情報保護制度を運用していくことになります。
　現行の松田町個人情報保護条例を廃止し、松田町個人情報の保護に関する法律施行条例を制定するものです。
　廃止される現行の松田町個人情報保護条例は松田町個人情報の保護に関する法律施行条例（新条例）に
て規定されるもの、松田町情報公開・個人情報保護審査会条例（新条例）にて規定されるもの、個人情報
の保護に関する法律（新法律）にて規定されるもの、また、廃止されるもの（新条例にも新法律にも規定
しないもの）に分類されて、新条例が制定されます。
　新法施行後は、これまでの地方公共団体が条例等で規定し、解釈、運用していた事項について、専門的
な知見を有する個人情報保護委員会に一元化されることにより、個人情報保護制度に関する水準の全国的
な底上げが期待されます。
　具体的な効果として、大規模災害時における自治体間の連携が期待されること。
また、現行条例では規定されていない個人情報ファイル簿について、作成と公表が義務付けられたことに
より各行政機関でどのような個人情報を保有しているか把握することが可能となります。
　以上、賛成討論とします。

土
地
貸
付

▼
土
地
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
　

令
和
５
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
松
田
さ
く
ら
保
育
園
の

土
地
使
用
貸
借
契
約
の
期
限

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
社
会
福
祉
法
人
西
さ
が

み
福
祉
会
に
お
け
る
保
育
所

の
安
定
的
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
土
地
を
無
償
貸
付
す
る

た
め
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。指

定
管
理

▼
松
田
町
寄
ふ
れ
あ
い
農
林

体
験
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
、

株
式
会
社
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｉ
を
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
で

す
。
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▼
松
田
町
寄
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

▼
松
田
町
寄
み
や
ま
運
動
広

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
松
田
町
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

以
上
の
３
施
設
を
令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
、
有
限
会
社

み
や
ま
の
里
を
指
定
管
理
者

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１

９
８
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
59
億
１
８
４
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
、
歳
出
は
人
件
費
の
増

減
補
正
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
委
託
料
に
お
け
る
債
務
負

担
行
為
の
補
正
な
ど
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

主
な
内
容
は
、
特
定
健
康

診
査
委
託
料
に
お
け
る
債
務

負
担
行
為
の
補
正
を
す
る
も

の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４

９
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
４
７
２
４
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
、
前
年

度
繰
越
金
、
歳
出
は
会
計
年

度
任
用
職
員
給
与
費
な
ど
の

補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

主
な
内
容
は
、
電
気
料
金

高
騰
に
伴
う
動
力
費
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
寄
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２

２
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
５
４
０
９
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
一

般
会
計
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
、
歳
出
は
光
熱
水
費
の

増
額
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
０

９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
２
億
６
６
４
１
万

９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
前

年
度
繰
越
金
、
歳
出
は
酒
匂

川
流
域
下
水
道
事
業
維
持
管

理
費
負
担
金
の
増
額
補
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
52
万

１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
11
億
６
６
６
２
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
一

般
会
計
繰
入
金
、
歳
出
は
職

員
給
与
費
、
シ
ス
テ
ム
負
担

金
な
ど
の
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億

１
３
３
９
万
円
を
追
加
し
、

▼
発
議
第
２
号　

松
田
町
議

会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
、

規
程
等
の
委
員
会
設
置
に
関

す
る
決
議
の
提
出
に
つ
い
て

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く

開
か
れ
た
議
会
と
す
る
た
め

議
員
の
な
り
手
不
足
等
の
課

題
解
決
や
、
多
様
化
す
る
社

会
に
合
わ
せ
た
議
会
の
活
性

化
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

予
算
総
額
を
62
億
３
１
７
９

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
、
歳
入
が
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
、
教
育

債
、
歳
出
は
松
田
中
学
校
整

備
事
業
に
係
る
工
事
請
負
費

な
ど
の
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
の
上
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
５
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

推
進
す
る
た
め
設
置
す
る
も

の
で
、
唐
澤
議
員
が
提
案
者

と
な
り
、
本
会
議
に
提
出
し
、

賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
議
長
を
除
く
全
議

員
が
委
員
会
の
委
員
と
な
り

し
ま
し
た
。

�

委
員
長　
　

齋
藤　

永

�

副
委
員
長　

寺
嶋　

正

同　
　

意

▼
教
育
委
員
会
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の

方
が
同
意
（
再
任
）
さ
れ
ま

し
た
。

�

宮
田　

恭
子　

氏

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
、
規
程
等
の
委
員
会

の
設
置

大規模改修予定の松田中学校
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第4回定例会（12月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　同…同意

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案41 松田町個人情報の保護に関する法律施行条例（総務文教
常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案42 松田町情報公開・個人情報保護審査会条例（総務文教常
任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案43 松田町議会議員及び松田町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案44 松田町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する
条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案45 松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案46 松田町課設置条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議案47 松田町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例を廃
止する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案48 土地の無償貸付について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案49 松田町寄ふれあい農林体験施設の指定管理者の指定につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案50 松田町寄自然休養村管理センターの指定管理者の指定に
ついて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案51 松田町寄みやま運動広場の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案52 松田町寄テニスコートの指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案53 令和４年度松田町一般会計補正予算（第６号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案54 令和４年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案55 令和４年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正
予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案56 令和４年度松田町上水道事業会計補正予算（第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案57 令和４年度松田町寄簡易水道事業特別会計補正予算
（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案58 令和４年度松田町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案59 令和４年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案60 令和４年度松田町一般会計補正予算（第７号） 総務文教常任委員会に付託、閉会中の継続審査

発議 2 松田町議会ハラスメント防止条例、規程等の委員会設置
に関する決議の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 3 教育委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　　飯田一議長は採決には加わらない。
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令
和
２
年
の
国
勢
調
査
に

よ
れ
ば
、
社
会
構
造
の
変
化

に
よ
り
、
核
家
族
化
が
一
段

と
進
み
、
町
内
の
65
歳
以
上

の
独
居
ま
た
は
夫
婦
の
み
の

世
帯
は
全
体
の
３
割
近
く
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
人

口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合

も
35
％
を
超
え
る
な
ど
、
超

高
齢
化
社
会
へ
の
取
り
組
み

は
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な

っ
て
く
る
こ
と
と
思
う
。
そ

こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

⑴　

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る

松
田
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

⑵　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
に
つ
い
て
。

福祉の充実を
図ります

回答（町長）

⑴　

75
歳
以
上
の

高
齢
者
が
今
後
５

年
ほ
ど
増
加
し
て

い
く
と
予
測
し
て

い
る
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

取
組
を
確
実
に
推

進
し
、
相
談
支
援
、

介
護
予
防
を
は
じ
め
と
す
る

施
策
を
展
開
し
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
、「
元
気

あ
ふ
れ
る
心
か
よ
う 

長
寿

を
喜
ぶ
ま
ち
松
田
」
を
ビ
ジ

ョ
ン
と
す
る
。

⑵　

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
。
３
年
毎
の
改
定

で
、
８
期
目
と
な
る
計
画
は

対
象
者
の
増
加
を
見
据
え
、

制
度
の
持
続
可
能
と
し
つ
つ
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
参
入

の
促
進
や
既
存
の
事
業
者
の

支
援
、
人
材
育
成
な
ど
を
行

い
、
適
正
サ
ー
ビ
ス
の
質
と

量
の
確
保
を
し
て
い
く
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

高
齢
者
福
祉
施
策
を
問
う

質
問
者

　
齋
藤
　
永
　
議
員
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⑴　

空
き
家
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
民
間
団
体
と
連
携

し
て
空
き
家
の
発
生
を
抑
え
、

有
効
活
用
を
進
め
る
仕
組
み

づ
く
り
を
伺
う
。
ま
た
、
実

態
調
査
、
所
有
者
等
の
調
査
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用

や
空
き
家
の
居
住
希
望
者
と

不
動
産
業
・
所
有
者
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
取
り

組
み
は
。

　

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
、
各
事
業
の
具
体
化
に
向

け
た
予
算
編
成
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
が
示
さ
れ
、
県
内
市
の

い
く
つ
か
は
住
民
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
行
政
を
推
進

し
て
い
る
。
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

Ｄ
Ｘ
の
推
進
構
想
・
計
画
・

考
え
方
、
来
年
度
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑵　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
は
準
備
組
合
設
立
を
目
指

し
地
権
者
検
討
会
で
事
業
説

明
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
駅
周
辺
整
備

に
対
す
る
地
権
者
の
個
別
の

意
向
・
考
え
方
が
見
え
て
い

ま
せ
ん
。
再
開
発
区
域
の
範

囲
決
定
や
準
備
組
合
設
立
に

⑵　

関
係
人
口
創
出
事
業
で

は
、
地
域
と
様
々
な
形
で
関

わ
る
人
々
を
増
や
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
活

性
化
を
担
う
人
材
や
移
住
・

定
住
人
口
の
増
加
な
ど
を
め

ざ
す
取
り
組
み
と
成
果
に
つ

い
て
伺
う
。

空き家の利活用を
促進する移住相談所
設立

回答（町長）

向
け
た
来
年
度
以
降
の
新
松

田
駅
周
辺
整
備
事
業
推
進
に

対
す
る
町
の
対
応
・
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。
再
開
発
区
域

の
範
囲
決
定
や
準
備
組
合
設

立
に
向
け
た
来
年
度
以
降
の

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
推

進
に
対
す
る
町
の
対
応
・
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

ＤＸの推進・
新松田駅周辺整備事業
について

回答（町長）

⑴　

Ｄ
Ｘ
行
政
は
民
間
の
対

⑴　

県
司
法
書
士
会
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
と
連
携
し
、

空
き
家
の
発
生
予
防
と
し
て
、

啓
発
用
リ
ー
フ
の
作
成
や
空

き
家
予
防
講
演
会
を
実
施
。

　

実
態
調
査
及
び
居
住
希
望

者
や
所
有
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
は
、「
空
き
家
対
策

モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
、
利

活
用
を
促
進
す
る
「
移
住
相

談
所
」
を
設
立
。

　

空
き
家
は
１
３
９
軒
あ
る

の
で
、
予
防
対
策
を
役
場
内

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
取

り
組
む
。

⑵　

地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
の
課
題
解

決
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行

う
ツ
ア
ー
や
、
寄
地
区
の
自

然
環
境
を
活
か
し
た
動
画
作

成
な
ど
実
施
。

　

令
和
４
年
度
は
、
町
の
魅

力
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
地
域
の
森
林
資

源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
。
自
然
環
境
、
人
材
、

景
観
等
の
地
域
資
源
を
十
分

に
活
用
し
人
口
増
加
策
に
取

り
組
む
。

応
を
考
え
官
民
連
携
で
や
っ

て
い
か
な
い
と
進
ま
な
い
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
す
中
で
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
を
導
入
す
る
か
は
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
協

議
会
を
立
ち
上
げ
修
正
し
な

が
ら
随
時
諮
っ
て
い
く
。

⑵　

駅
周
辺
整
備
事
業
の
進

捗
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

や
国
際
社
会
で
の
経
済
的
な

影
響
が
あ
る
中
、
地
権
者
や

公
共
交
通
事
業
者
は
も
と
よ

り
町
民
や
商
工
業
者
な
ど
多

く
の
関
係
者
に
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り

事
業
の
完
遂
に
向
け
強
い
信

念
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

今
後
の
準
備
組
合
・
本
組

合
の
設
立
、
都
市
計
画
決
定

な
ど
は
、
皆
様
方
の
ご
意
見

を
も
と
に
進
め
て
い
く
と
い

う
姿
勢
は
今
後
も
変
え
な
い
。

空
き
家
対
策
強
化
と

関
係
人
口
創
出
事
業
を
問
う

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員

ＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）
とは
　デジタル技術を社会

に浸透させて人々の生

活をより良いものへと

変革することを指す。

松
田
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員



8このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

⑴　

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が

ん
の
術
後
の
方
は
、
排
尿
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い

た
め
に
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
使

用
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
々
が
安
心
し
て
外
出

で
き
る
よ
う
に
、
町
の
公
共

施
設
等
の
男
性
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

を
し
て
い
く
お
考
え
は
。

⑵　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
１
分

遅
れ
る
ご
と
に
、
救
命
率
は

10
％
ず
つ
低
下
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多

く
の
町
民
の
方
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
講
習
会
は
、
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
傷
病
者
が
女
性
の
場

合
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
際

に
胸
部
を
お
お
う
三
角
巾
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
た
め
ら

う
こ
と
な
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に

応
じ
る
事
が
で
き
ま
す
。
三

角
巾
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
付
属
品
と

し
て
配
置
す
る
お
考
え
は
。

サニタリーボックスの
設置・三角巾の配置を
進める

回答（町長）

⑴　

公
共
施
設
を
安
心
し
て

利
用
す
る
た
め
に
、
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
本
町
で
は
、
役
場
庁

舎
の
男
子
ト
イ
レ
と
多
目
的

ト
イ
レ
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

男
子
ト
イ
レ
に
設
置
済
み
で

あ
る
。
残
り
の
町
有
施
設
に

も
今
年
度
中
に
設
置
し
て
い

く
。

⑵　

小
田
原
市
消
防
本
部
主

催
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
個
人
向
け
講

習
会
は
年
２
回
開
催
さ
れ
、

今
年
は
７
月
と
10
月
に
開
催

し
24
名
が
参
加
し
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
周
知
を
進
め
る
た

め
、
防
災
訓
練
の
時
、
消
防

本
部
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
開

催
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
使

用
方
法
の
動
画
を
掲
載
す
る

こ
と
等
を
検
討
し
て
い
く
。

三
角
巾
は
、
女
性
疾
病
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
だ
け
で

な
く
応
急
手
当
に
活
用
で
き

る
。
今
年
度
中
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
の
27
箇
所
に
三
角
巾
を
配

置
し
て
い
く
。

　

食
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
だ
け
で
は

な
い
と
考
え
お
尋
ね
し
ま
す
。

⑴　

町
は
フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ

い
て
啓
発
を
し
て
い
ま
す
が
、

完
食
す
る
事
に
よ
っ
て
食
べ

過
ぎ
に
な
る
と
健
康
に
良
く

な
い
結
果
を
も
た
ら
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。
食
べ
き
る
こ

と
を
呼
び
か
け
る
な
ら
、
同

時
に
作
り
す
ぎ
な
い
事
、
持

ち
帰
り
が
で
き
る
事
を
呼
び

か
け
る
べ
き
で
す
が
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

⑵　

広
報
11
月
号
の
町
長
エ

ッ
セ
イ
に
お
い
て
地
産
地
消

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

学
校
給
食
に
お
け
る
現
状

は
？
ま
た
さ
ら
に
踏
み
込
ん

で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
め

ざ
す
お
考
え
は
？

⑶　

図
書
館
の
図
書
購
入
費

は
平
成
26
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
の
８
年
間
で
減
り
続
け

て
い
ま
す
。
電
子
図
書
に
つ

い
て
も
休
止
し
た
ま
ま
で
す
。

今
後
の
方
針
を
お
聞
き
し
ま

す
。

食における
持続可能性にも
取り組みたい

回答（町長、教育長）

⑴　

家
庭
だ
け
で
な
く
飲
食

店
に
も
、「
食
べ
き
る
こ
と
」

と
同
時
に
「
作
り
過
ぎ
な

い
・
調
節
で
き
る
・
持
ち
帰

り
が
で
き
る
こ
と
」
も
呼
び

か
け
た
い
。
ま
た
塩
分
や
野

菜
摂
取
量
な
ど
に
つ
い
て
も

啓
発
し
て
い
く
。

⑵　

地
場
産
の
定
義
は
県
内

産
で
、
現
状
は
県
内
産
54
・

３
％
、
町
内
産
９
・
４
％
で

県
平
均
よ
り
良
い
。
有
機
食

材
に
つ
い
て
は
生
産
者
が
少

な
く
今
は
困
難
だ
が
、
食
育

や
環
境
な
ど
総
合
的
課
題
と

し
て
検
討
し
た
い
。

⑶　

蔵
書
予
定
数
を
は
る
か

に
超
過
し
て
お
り
購
入
方
法

を
見
直
し
て
き
た
。
電
子
図

書
も
利
用
者
増
が
見
込
め
ず

休
止
し
、
そ
の
後
業
者
側
に

広
域
化
の
可
能
性
を
打
診
し

て
い
る
が
進
捗
は
な
い
。
雑

誌
に
つ
い
て
は
購
入
寄
付
の

実
現
に
向
け
要
項
を
作
成
中

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用

者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、

丁
寧
な
発
信
に
努
め
た
い
。

町
民
の
安
心
の
た
め
に

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子
　
議
員

食
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
地
球
の

健
康
と
私
た
ち
の
健
康
に
つ
い
て

質
問
者

　
平
野  

由
里
子
　
議
員

町図書館こどもコーナー

役場２階に設置されているAED
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⑴　

文
部
科
学
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
全
国
の
小
・
中
学

校
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
松
田

町
に
お
け
る
現
状
と
、
今
後
、

不
登
校
特
例
校
分
教
室
を
開

設
す
る
お
考
え
は
。

⑵　

災
害
時
の
対
策
と
し
て

防
災
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
、

妊
産
婦
及
び
避
難
所
で
産
ま

れ
た
新
生
児
に
対
す
る
応
急

処
置
等
の
詳
細
を
記
載
す
る

お
考
え
は
。

「
熊
」
の
出
没
が
相
次
ぎ
、

９
月
以
降
、
虫
沢
地
区
で
は

目
撃
、
萱
沼
地
区
、
弥
勒
寺

地
区
で
は
監
視
カ
メ
ラ
に

記
録
さ
れ
て
お
り
、
い
つ

「
熊
」
と
出
会
う
か
危
険
な

状
況
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

⑴　

神
奈
川
県
内
お
よ
び
足

柄
上
地
域
の
「
熊
」
の
生
息

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

⑵　

地
域
住
民
の
安
全
確
保

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ら
れ
ま
す
か
。

⑶　

保
育
園
の
給
食
に
地
場

産
業
（
足
柄
茶
等
）
の
食
材

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

食
育
の
推
進
や
郷
土
愛
の
向

上
、
営
農
者
支
援
に
も
繋
が

り
、
全
体
的
な
活
性
化
が
期

待
で
き
る
が
町
と
し
て
の
お

考
え
は
。

先進事例等も参考に
改定や推進していく

回答
（教育長、町長）

⑴　

当
町
に
お
い
て
は
「
ほ

ほ
え
み
教
室
」
と
呼
ば
れ
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
平

成
13
年
度
に
設
置
し
対
応
し

危機感をもって
対応する

回答（町長）

⑴　

県
内
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

生
息
頭
数
は
、
平
成
24
年
の

推
計
で
は
約
40
頭
と
な
っ
て

い
る
。

　

足
柄
上
地
域
の
正
確
な
生

息
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

県
内
全
域
の
目
撃
情
報
に

お
け
る
足
柄
上
地
域
割
合
は

高
い
比
率
で
推
移
し
て
お
り

相
当
数
が
生
息
す
る
と
思
わ

れ
る
。

⑵　

熊
の
出
没
は
町
民
の
生

命
・
財
産
へ
の
脅
威
で
あ
る

た
め
、
同
報
無
線
や
安
心
メ

て
い
る
。
現
状
で
は
不
登
校

特
例
校
分
教
室
を
開
設
す
る

意
向
は
な
い
が
、
先
進
的
事

例
を
参
考
に
、
状
況
に
応
じ

た
丁
寧
な
支
援
・
指
導
を
し

て
い
く
。

⑵　

令
和
３
年
６
月
に
作
成

し
た
「
松
田
町
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
基
本
モ
デ
ル
」

に
お
い
て
は
、
妊
産
婦
を
要

配
慮
者
と
位
置
付
け
て
い
る

が
、
避
難
所
で
産
ま
れ
た
新

生
児
に
対
す
る
応
急
処
置
等

に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

令
和
５
年
度
に
地
域
防
災
計

画
等
の
改
定
を
予
定
し
て
い

る
の
で
、
改
定
内
容
に
盛
り

込
ん
で
い
く
。

⑶　

様
々
な
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
地
域
課
題
の
解
決
に
も

繋
が
る
と
期
待
で
き
る
。
積

極
的
に
地
場
産
の
食
材
を
取

り
入
れ
て
頂
く
よ
う
引
き
続

き
推
進
し
て
い
く
。

ー
ル
等
に
よ
り
注
意
喚
起
を

行
う
。
同
法
無
線
で
の
放
送

は
熊
の
目
撃
、
確
認
用
カ
メ

ラ
に
映
り
込
み
を
確
認
し
て

か
ら
放
送
し
て
い
る
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
絶
滅
危

惧
種
Ⅰ
類
に
指
定
さ
れ
て
い

る
た
め
基
本
的
に
保
護
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
。

　

出
没
を
減
ら
す
た
め
の
対

策
と
し
て
家
庭
ご
み
の
屋
内

保
管
、
農
地
の
適
正
管
理
な

ど
を
徹
底
、
熊
に
遭
遇
し
た

場
合
の
対
処
方
法
の
啓
発
に

努
め
る
。

　

地
域
住
民
の
理
解
と
猟
友

会
、
神
奈
川
県
と
連
携
し
危

機
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
に

�

つ
い
て
問
う

質
問
者

　
唐
澤
　
一
代
　
議
員

「
熊
」
出
没
に
よ
る
住
民
の

�

安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
古
谷
　
星
工
人
　
議
員

寄地区に出没したクマ

クマ用ワナ

コスモス館（地元の野菜等販売）

災害時に要配慮者の方の避難所となる松田小学校１階会議室
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⑴　

ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施
設

は
猟
友
会
へ
の
委
託
を
念
頭

に
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
運

営
さ
れ
る
。
加
工
さ
れ
た
猪

肉
と
鹿
肉
は
、
小
田
原
・
箱

根
の
事
業
所
や
Ｊ
Ａ
直
売
所

へ
の
売
り
込
み
を
行
う
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
進
捗

状
況
と
特
産
品
と
し
て
の
販

売
戦
略
は
。

⑵　

農
業
振
興
策
の
一
つ
に

新
た
な
作
目
を
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
一
方
、
松
田
・

寄
地
区
の
荒
廃
農
地
解
消
の

た
め
、
農
地
に
ク
ヌ
ギ
な
ど

を
植
栽
で
き
る
。
そ
こ
で
、

町
独
自
の
施
策
と
し
て
レ
モ

ン
や
オ
レ
ン
ジ
、
ク
ヌ
ギ
な

ど
を
植
栽
す
る
補
助
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
。

⑶　

松
田
町
で
は
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
出
没
し
て
い
る
。
町

は
地
域
住
民
の
命
を
守
る
た

め
、
熊
の
餌
の
資
源
と
な
る

ブ
ナ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
を
生
息

地
に
植
栽
す
る
よ
う
地
権
者

や
関
係
団
体
に
指
導
し
、
支

援
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
。

令和５年度予算の農林
業施策に対する町独自
の支援策について

回答（町長）

⑴　

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
と

は
特
産
品
化
や
販
売
に
関
す

る
契
約
を
締
結
し
て
進
め
て

い
く
。

　

小
田
原
・
箱
根
の
事
業
者

な
ど
へ
の
営
業
活
動
は
、
県

内
初
の
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施

設
の
た
め
、
安
全
で
良
質
な

ジ
ビ
エ
を
安
定
的
に
供
給
し

て
い
く
。

⑵　

荒
廃
農
地
を
防
止
し
、

環
境
・
安
全
面
に
配
慮
す
る

た
め
、
レ
モ
ン
や
オ
レ
ン
ジ

類
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
植
栽
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
の
知
見

を
参
考
に
、
農
業
委
員
会
と

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

⑶　

里
山
に
お
け
る
森
林
環

境
の
向
上
を
図
り
、
放
棄
果

樹
や
家
庭
ゴ
ミ
の
撤
去
を
行

う
。

　

熊
の
生
息
地
で
あ
る
奥
山

に
餌
資
源
と
な
る
ブ
ナ
や
コ

ナ
ラ
の
植
栽
に
つ
い
て
は
、

松
田
町
だ
け
の
問
題
で
な
い

の
で
山
間
地
を
抱
え
る
近
隣

市
町
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
。

▼
第
66
回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会
（
全
国
町
村
議
会
議

長
会
主
催
）

・
日
時　

令
和
４
年
11
月
９

日（
水
）
12
時
～
14
時
30
分

・
場
所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

・
内
容　

地
方
自
治
の
精
神

と
原
則
に
立
ち
、
住
民
自
治

に
基
づ
く
個
性
と
活
力
に
満

ち
た
町
村
の
実
現
を
期
す
る

た
め
、
各
種
要
望
、
決
議
等

を
行
い
ま
し
た
。

・
特
別
講
演
講
師　

外
交
政

策
研
究
所　

代
表　

宮
家　

邦
彦　

氏

・
講
演
テ
ー
マ

「
最
新
の

国
際
情
勢
と
日
本
経
済
に
与

え
る
影
響
」

▼
自
治
功
労
者
表
彰
式
・
町

村
議
会
議
員
研
修
会
（
神
奈

川
県
町
村
議
会
議
長
会
主

催
）

・
日
時　

令
和
４
年
11
月
10

日
（
木
）

13
時
15
分
～
15

時
30
分

・
場
所　

愛
川
町
文
化
会
館

・
表
彰
内
容　

県
内
町
村
議

会
議
員
８
名
が
表
彰
（
11
年

以
上
議
員
と
し
て
地
方
自
治

の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

者
）
さ
れ
ま
し
た
。

・
研
修
会
講
師　

歴
史
家
・

作
家　

加
来　

耕
三　

氏

・
研
修
会
テ
ー
マ　

「
歴
史

を
学
び
、
未
来
を
読
む
」

▼
足
柄
上
郡
町
村
議
会
議
長

会
議
員
研
修
会

　

足
柄
上
郡
町
村
議
会
議
長

会
議
員
研
修
会
を
各
町
で
分

散
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

・
日
時　

令
和
４
年
11
月
22

日
（
火
）

13
時
30
分
～
15

時
30
分

・
場
所　

役
場
４
階　

大
会

議
室

・
講
師　

静
岡
大
学
防
災
総

合
セ
ン
タ
ー　

特
任
教
授　

岩
田　

孝
仁　

氏

・
講
演
テ
ー
マ

「
想
像
力

の
欠
如
に
陥
ら
な
い
防
災
」

　

災
害
時
に
地
域
社
会
の
中

で
何
が
起
き
ど
の
よ
う
に
連

鎖
し
て
い
く
の
か
、
様
々
な

知
見
や
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

を
使
っ
て
想
像
力
を
持
ち
、

確
実
に
備
え
て
お
く
こ
と

議
員
参
加
研
修
報
告

令
和
５
年
度
予
算
の
農
林
業
施
策
に

対
す
る
町
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

根石地区に完成したジビエ処理加工施設
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第
２
回
臨
時
会

　

10
月
19
日
に
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
１

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
総
合
対
策
事
業
、
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
、
次

世
代
応
援
特
別
給
付
金
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
加
圧
給
水

ポ
ン
プ
更
新
工
事
、
寄
ロ
ウ

バ
イ
園
施
設
管
理
経
費
（
事

業
用
備
品
購
入
費
）
な
ど
の

事
業
費
の
補
正
予
算
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
６
７

５
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
59
億
６
４
１
万
３

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

第
３
回
臨
時
会

　

11
月
22
日
に
第
３
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
１

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施
設
の

追
加
工
事
費
に
伴
う
事
業
費

の
補
正
予
算
で
す
。

新潟県加茂市が本町を視察
　10月17日に、加茂市議会の産業建設常任委
員会委員５名と執行部１名、議会事務局１名が、
松田町を視察研修に訪問され、薪ボイラーの運用
整備について視察をされました。

佐賀県多久市が本町を視察
　10月20日に、多久市議会の総務文教委員会
委員６名と執行部１名、議会事務局１名が、松田
町を視察研修に訪問され、松田町空き家発生予防
事業について視察をされました。

第2回臨時会（10月19日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案39 令和４年度松田町一般会計補正予算（第４号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第3回臨時会（11月22日）�

議案40 令和４年度松田町一般会計補正予算（第５号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

※　　飯田一議長は採決には加わらない。

議員との意見交換会について
　意見交換会は、各種団体やグループを対象に「まちづくり」について議員と話し合いを行
うものです。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため人数を制限して予約制で、次のとお
り募集します。

１　テーマ　応募団体等が希望するテーマ　
２　場　所　松田町役場会議室
３　人　数　各種団体・グループ・事業所・
　　　　　　ＮＰＯほか15人程度まで
４　申込み　松田町議会事務局
　　　　　　電話0465－84－1335

※募集は随時受け付けています。
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日 　 時　令和4年9月28日～29日
参 加 者　大舘　秀孝、齋藤　永、井上　栄一、田代　実
視察場所　岩手県紫

し

波
わ

町、盛岡市、一関市

議 員 行 政 　 視 察 報 告

岩
手
県
紫
波
町

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

岩
手
県
紫
波
町
は
、
岩
手

県
の
中
央
、
東
北
本
線
の
３

駅
を
有
し
、
面
積
２
３
８
・

98
㎢
、
人
口
３
万
３
千
人
、

１
万
２
７
６
７
世
帯
、
高
齢

化
率
31
・
04
％
。
基
幹
産
業

は
農
業
。
循
環
型
ま
ち
づ
く

り
で
環
境
と
福
祉
の
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

経
過
・
背
景
・
要
素

　

地
元
負
担
で
の
新
駅
設
置

に
よ
り
紫
波
中
央
駅
が
開
業

し
た
が
、
新
駅
西
側
の
土
地

10
・
７
ha
は
公
債
費
上
昇
な

ど
で
利
用
計
画
は
塩
漬
け
。

　

平
成
21
年
紫
波
町
公
民
連

携
計
画
基
本
計
画
を
策
定
・

議
決
、
町
有
地
を
活
用
し
公

共
施
設
整
備
と
民
間
施
設
等

立
地
に
よ
る
複
合
開
発
を
目

的
と
し
、
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
動
。

公
民
連
携
の
町
づ
く
り

　

前
町
長
の
政
策
、
キ
ー
マ

ン
岡
崎
正
信
氏
ら
に
よ
る
公

民
連
携
の
町
づ
く
り
が
展
開
、

環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
町
有
地
を

活
用
し
、
公
共
施
設
整
備

（
町
役
場
庁
舎
・
図
書
館
）

と
民
間
施
設
建
設
（
オ
ガ
ー

ル
施
設
や
木
造
の
分
譲
住
宅

地
な
ど
）
に
よ
る
経
済
開
発
、

そ
し
て
こ
れ
ら
建
築
事
業
等

を
町
内
の
事
業
者
で
請
負
う

と
い
う
複
合
開
発
を
行
っ
た
。

　

不
動
産
開
発
は
、
家
賃
の

相
場
か
ら
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
、

施
設
の
必
要
面
積
か
ら
ボ
リ

ュ
ー
ム
を
設
定
、
着
工
時
入

居
率
を
１
０
０
％
と
し
て
設

計
・
工
事
契
約
と
い
う
逆
ア

プ
ロ
ー
チ
手
順
で
開
発
を
行

い
、
小
リ
ス
ク
の
事
業
を
目

指
し
、
そ
の
通
り
完
成
し
た
。

「
オ
ガ
ー
ル
」
の
感
想

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
情
報
交

流
館
の
年
間
利
用
者
は
35
万

人
、
そ
れ
以
外
産
直
売
り
場

も
平
日
で
も
盛
況
だ
っ
た
。

　

紫
波
中
央
駅
前
整
備
へ
の

前
町
長
の
思
い
が
公
民
連
携

を
軸
と
し
て
町
長
と
議
会
・

民
間
の
キ
ー
マ
ン
と
で
、
官

民
複
合
施
設
が
完
成
し
た
こ

と
は
、
前
町
長
だ
け
で
は
な

く
、
町
職
員
・
議
会
に
加
え

て
民
間
の
思
い
が
結
合
し
た

結
果
で
あ
っ
た
。
紫
波
町
は

今
後
、
旧
庁
舎
側
の
日
詰
地

区
の
開
発
が
課
題
だ
と
説
明

さ
れ
た
が
、
現
在
の
オ
ガ
ー

ル
プ
ラ
ザ
地
区
の
熟
成
と
共

に
反
対
側
の
日
詰
地
区
も
官

民
連
携
し
た
第
２
の
オ
ガ
ー

ル
が
生
ま
れ
、
後
々
も
北
東

北
の
注
目
す
べ
き
一
自
治
体

に
な
る
と
感
じ
た
。

【
説
明
者　

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ

ザ　

八
重
嶋
氏
（
元
紫
波
町

部
長
）】

�

（
記
・
井
上
栄
一
）

岩
手
県

盛
岡
駅
西
口
開
発
事
業

　

盛
岡
駅
西
地
区
の
開
発
事

業
の
手
法
と
事
業
費

◎
土
地
区
画
整
理
事
業

�

３
０
３
億
１
２
４
８
万
円

◎
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

�

66
億
１
０
４
３
万
円

◎
密
集
住
宅
整
備
促
進
事
業

�

23
億
５
千
万
円

　

総
事
業
費

�

３
９
２
億
７
２
９
１
万
円

１　

駅
西
口
開
発
事
業
概
要

⑴　

平
成
３
年
度
～
４
年
度

・
施
行
区
域
の
都
市
計
画
決

定
、
総
合
整
備
計
画
承
認

⑵　

平
成
５
年
度
～
８
年
度

・
土
地
区
画
整
理
認
可
、
都

市
計
画
決
定⇒

・
用
途
地
域
、

再
開
発
地
区
計
画
・
公
的
住

宅
用
地
の
取
得
、
開
発
用
地

分
譲
開
始

⑶　

平
成
９
年
度
～
15
年
度

・
自
由
通
路
供
用
開
始
・
マ

リ
オ
ス
竣
工
、
駅
西
口
駐
車

場
開
業
・
駅
交
通
広
場
供
用

開
始
・
駅
東
西
自
由
通
路
施

行
協
定
締
結

⑷　

平
成
16
年
度
～
25
年
度

・
換
地
処
分
、
盛
岡
駅
東
西

自
由
通
路
供
用
開
始
・
駅
西

口
多
目
的
広
場
供
用
開
始

２　

土
地
区
画
整
理
事
業

⑴　

施
行
者　

盛
岡
市

⑵　

面
積　

35
・
６
ha

⑶　

期
間　

平
成
５
年
度
～

平
成
31
年
度

⑷　

減
歩
率　

43
・

１
％

（
公
共
34
・
８
％
、
保
留
地

８
・
３
％
）

３　

視
察
の
感
想

　

北
東
北
最
大
の
駅
前
再
開

発
事
業
を
推
進
で
き
た
理
由

は
駅
西
側
に
広
大
な
旧
国
鉄

の
敷
地
が
あ
り
、
国
鉄
清
算

事
業
団
か
ら
盛
岡
市
が
開
発

事
業
用
地
の
大
半
を
取
得
で

き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
。

　

盛
岡
市
の
人
口
は
28
万
人
、

県
内
で
近
い
規
模
の
平
塚
市

は
25
万
人
余
り
で
、
財
政
規

模
で
の
比
較
で
は
平
成
３
年

度
か
ら
22
年
の
歳
月
を
か
け
、

西
口
開
発
事
業
が
完
了
し
た

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予

算
１
０
３
３
億
円
に
対
し
平

塚
市
は
１
７
１
５
億
円
だ
。

　

盛
岡
市
は
、
財
政
的
に
は

余
裕
は
な
い
。
そ
の
駅
西
口

開
発
事
業
の
総
事
業
費
は
３

９
２
億
円
だ
が
、
松
田
町
の

駅
周
辺
整
備
事
業
費
は
１
４

９
億
円
で
あ
る
。
し
か
し
、

町
の
工
事
期
間
は
12
年
で
盛

岡
市
の
半
分
で
あ
る
。
人
口

１
万
人
の
財
政
力
の
小
さ
な

町
で
、
そ
の
事
業
費
の
大
半

を
占
め
る
再
開
発
ビ
ル
１
２

０
億
円
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

�

（
記
・
大
舘
秀
孝
）

　

こ
れ
以
外
に
一
関
市
「
協

働
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
輪
っ

し
ょ
い
！
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
も
視
察

し
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

で
割
愛
し
ま
す
。
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日 　 時　令和4年11月15日～16日
参 加 者　飯田　一、寺嶋　正、南雲まさ子、平野由里子、
　　　　　内田　晃、古谷星工人
視察場所　長野県伊那市、塩尻市

議 員 行 政 　 視 察 報 告

塩
尻
型
地
域
新
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
・

自
動
運
転
実
証

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
民
の
移
動
手
段
と
し
て

持
続
性
の
高
い
地
域
公
共
交

通
構
築
の
た
め
に
「
交
通
手

段
を
ま
と
め
て
、
よ
り
便
利

な
移
動
手
段
を
実
現
す
る
」

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
入
し
、

拠
点
内
移
動
の
オ
ン
デ
マ
ン

ド
化
と
拠
点
間
移
動
を
自
動

化
さ
せ
、
双
方
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
接
続
す
る
〝
塩
尻
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）〟
と
し
て

官
民
連
携
体
制
で
運
営
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験

①　

バ
ス
型
自
動
運
転
車
両

　

自
動
運
転
技
術
の
向
上
に

資
す
る
デ
ー
タ
の
取
得
と
自

動
運
転
車
両
に
対
す
る
地
域

の
社
会
需
要
性
の
向
上
等
を

目
的
に
、
塩
尻
市
内
の
一
般

公
道
に
お
い
て
高
精
度
３
次

元
実
証
実
験
を
実
施
し
た
。

②　

タ
ク
シ
ー
（
乗
用
車
）

型
自
動
運
転
車
両

　

自
動
運
転
技
術
の
向
上
に

資
す
る
デ
ー
タ
の
取
得
等
を

目
的
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

（
乗
用
車
）
型
の
自
動
運
転

車
両
を
用
い
た
走
行
実
証
実

験
を
実
施
し
た
。
バ
ス
型
自

動
運
転
の
実
験
と
は
異
な
る

ル
ー
ト
で
走
行
す
る
と
と
も

に
、
一
部
の
路
線
で
は
自
動

運
転
に
よ
る
実
証
実
験
も
行

っ
た
。

③　

Ａ
Ⅰ
活
用
型
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス

　

Ａ
Ⅰ
活
用
型
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
「
の
る
ー
と
塩
尻
」

は
、
利
用
者
が
乗
り
た
い
時

に
ア
プ
リ
や
電
話
で
呼
べ
る

新
し
い
「
乗
合
バ
ス
サ
ー
ビ

ス
。
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
「
の
る
ー
と
塩
尻
」
が
本

格
運
行
へ
移
行
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（
令
和
３
年
度
有
償
実
証
運

行
の
主
な
実
績　

総
乗
客
数

８
８
８
３
人
、
ア
プ
リ
登
録

者
２
６
６
１
人
）

今
後
の
実
証
運
行
の
予
定

　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
「
塩

尻
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
令
和
３
年
７
月
に
策
定
し

た
。
市
街
地
ゾ
ー
ン
と
そ
の

周
辺
の
既
存
集
落
区
域
ま
で

の
拠
点
間
移
動
に
つ
い
て
は

鉄
道
お
よ
び
地
域
振
興
バ
ス

で
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
確
保

し
、
市
街
化
ゾ
ー
ン
内
の
移

動
は
地
域
振
興
バ
ス
ま
た
は

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
カ
バ

ー
し
、
生
活
利
便
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を
目
指
し
て

い
る
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の

転
換
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
か
ら
７
年
に
か
け
て
中
心

市
街
地
循
環
線
、
塩
尻
東
線
、

み
ど
り
湖
・
東
山
線
広
丘
駅

循
環
線
、
塩
尻
北
部
線
、
片

丘
線
の
６
路
線
に
つ
い
て
段

階
的
に
実
証
運
行
を
行
い
、

地
域
振
興
バ
ス
路
線
と
の
代

替
が
可
能
か
否
か
を
検
証
し

て
い
く
。

ま
と
め

　

民
間
の
路
線
バ
ス
の
減
便
、

寄
地
区
の
住
民
の
生
活
向
上

や
移
動
手
段
の
確
保
、
観
光

な
ど
で
松
田
町
に
お
越
し
に

な
る
方
々
の
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
、
移
動
に
対
す
る

様
々
な
ニ
ー
ズ
や
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

�

（
記　

寺
嶋　

正
）

伊
那
小
学
校
の

�

特
徴

　

通
知
表
が
な
い
学
校
、
総

合
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る

学
校
と
し
て
知
ら
れ
る
。
３

年
間
ク
ラ
ス
替
え
は
な
く
、

原
則
、
担
任
も
同
じ
。

　

中
庭
や
校
舎
周
り
に
、
ポ

ニ
ー
、
豚
、
山
羊
、
羊
な
ど

の
動
物
た
ち
が
い
て
小
屋
も

あ
る
。
動
物
は
ク
ラ
ス
ご
と

に
飼
っ
て
い
て
、
何
を
飼
う

か
は
児
童
が
決
め
、
小
屋
も

柵
も
子
ど
も
た
ち
が
作
る
。

　

べ
っ
こ
う
飴
、
和
菓
子
、

豆
腐
、
パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
な

ど
食
べ
物
系
の
テ
ー
マ
の
ク

ラ
ス
も
あ
る
。
ま
た
ウ
ズ
ラ

や
蚕
と
い
っ
た
小
さ
な
生
き

物
を
選
ん
だ
ク
ラ
ス
は
教
室

で
飼
っ
て
い
る
。
パ
ン
が
テ

ー
マ
の
ク
ラ
ス
の
習
字
は

「
天
然
酵
母
」
と
か
「
発
酵
」

と
か
書
い
て
あ
る
。

　

支
援
級
は
畑
で
野
菜
を
育

て
て
い
る
が
、
普
通
級
の
テ

ー
マ
活
動
に
一
緒
に
入
る
子

も
多
く
、
自
然
に
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
が
成
り
立
っ
て

い
る
。

　

教
師
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

活
動
が
指
導
要
領
の
ど
れ
に

当
た
る
の
か
を
見
通
し
な
が

ら
学
習
計
画
を
作
る
。
活
動

で
は
勉
強
し
き
れ
な
い
こ
と

は
教
科
書
を
使
う
。
教
科
書

を
使
わ
な
く
て
も
、
指
導
要

領
を
満
た
せ
ば
多
様
な
学
び

は
可
能
な
の
だ
。

　

市
内
に
は
小
規
模
特
認
校

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
力
を
入
れ
る
学

校
も
あ
り
、
伊
那
市
の
移
住

施
策
は
教
育
と
連
動
し
て
い

る
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
駆
使
し
て
移
住

情
報
と
と
も
に
教
育
情
報
も

発
信
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
見
学
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

ま
と
め

　

多
様
な
教
育
の
一
例
と
し

て
、
貴
重
な
も
の
を
視
察
さ

せ
て
頂
い
た
。
特
色
あ
る
教

育
を
目
指
し
て
い
け
ば
、
選

ん
で
移
り
住
む
人
も
現
れ
る

と
希
望
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。

�

（
記　

平
野
由
里
子
）

インクルーシブとは　支援教育の理念のもと、共生社会の実現に向け、すべての子どもが、できるだけ同じ場で共に
学び共に育つことをめざす。（神奈川県ＨＰより）
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富
とみ

岡
おか

博
ひろ

子
こ

さん（店屋場在住）

バレーボールを通じて
� 仲間との絆を大切に
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編　　集
あとがき

　
正
月
も
終
わ
り
当
町
で
は

早
咲
き
の
桜
が
出
番
を
待
っ

て
い
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
12
月
議
会
も
終
わ
り
ま
し

た
。
今
回
の
提
案
さ
れ
た
主

な
議
案
は
補
正
予
算
8
件
が

審
議
さ
れ
、
7
件
は
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
町
の
各
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
が
4
件
、

松
田
町
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
件
が
2
件
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
い
く
つ
か
の

議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
い

た
し
ま
し
た
。
議
論
の
末
、

可
決
す
る
ま
で
の
や
り
取
り

を
是
非
議
場
ま
で
お
越
し
頂

き
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
齋
藤
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
寺
嶋
　
正

　
副
委
員
長
　
　
内
田
　
晃

　
委
　
　
員
　
　
田
代
　
実

　
委
　
　
員
　
　
中
野
　
博

　
委
　
　
員
　
　
飯
田
　
一

　
委
　
　
員
　
　
齋
藤
　
永

第1回定例会は3月2日（木）開会

　新型コロナウイルス対策のため傍聴は
10席となっております。発熱等症状が
おありの方はご遠慮ください。

町議会広報広聴常任委員会では、
「住みやすい町を目指して」

活動されている方や団体で、このコーナーに
掲載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡ください。

　中学・高校とバレーボールに明け暮れていたの
は遠い昔の事です、高校を卒業後社会人となり、
会社のクラブチームにも所属し週に2～3日終業
後は同僚達とバレーボールを楽しんでいました。
　しかし、結婚を期に会社を辞めその後はボール
を触る機会も無くなってしまいました。毎日子育
てに追われている時近所に住む女性と色々話すよ
うになり、その方も昔バレーボールをされていた
らしく、機会があったら又やりたいとのことでし
た。
　それから話がとんとん拍子に進み、バレーボー
ルの経験は無いが何かス
ポーツをしたいと同じ思
いを寄せている主婦の皆
さんが集まるようになり、
昭和 52 年マ マさんバ
レーボールチーム「鮎」
を結成しました。当初は
ストレス発散?位の気持
ちで皆始めていたのでし
たが、週2日の練習で日
を追うごとに上達し対外
試合も好成績を収める様
になり、上郡総合体育大
会にも参加できる様になりました。
　その頃には町のママさんバレーボールチームも
5チームと増え、各チーム共切磋琢磨しお互い良
い刺激となって行きました。

　当時の町民バレーボール大会も各行政区（現自
治会）からも多くの参加があり男女混合チームと
特別ルールを設けることにより、大変にぎやかで
楽しい大会となっていました。その他町民体育大
会、ソフトボール、バトミントン、卓球大会等ス
ポーツで町が一番活気づいていた時であったよう
に思います。
　しかし、その当時主婦が子供を家族に頼み週2
日夜家を空けるというのは大変なことで特に夫の
理解がなければ出来ないことでした。
　現在バレーボールチームも松田地区2チーム、

寄地区1チームと減少し
てしまい、また、スポー
ツ協会も努力されている
ようですが各種スポーツ
大会も廃止や参加チーム
も減少しているとのこと
です。
　今「鮎」チームでは私
が最年長となってしまい
ましたが、体は以前のよ
うには動けませんが気力
は衰えていないつもりで
す。チームの皆さんとの

絆も昔のままです、近年家庭環境も大きく変化し
ている中新たな部員確保に苦慮しています。バレー
ボール未経験者の方も大歓迎ですので私たちと一
緒に健康増進として体を動かしてみませんか。

チーム「鮎」のみなさん


